
徳島県の林業 現状と課題について

徳島県素材生産流通協同組合
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1 徳島県の林野率
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出典：R7年度 徳島県林業統計「みどりの要覧」



森林総数：３１４，８３２ha

国有林 6%

公有林 12%

私有林

82%

2 森林の所有形態別面積比率
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対象民有林面積：２９２，８８４ha
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4 人工林の樹種別面積割合3 人工林・天然林別面積割合

対象人工林面積：１８２，４６０ha
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5 スギ・ヒノキの人工林齢級構成
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6 木材（中丸太）価格の推移

出典：R7年度 徳島県林業統計「みどりの要覧」
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出典：R7年度 徳島県林業統計「みどりの要覧」

7 木材消費量の推移千m3
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8 国産材消費量と素材生産量の推移

出典：R7年度 徳島県林業統計「みどりの要覧」



9 県産材の増産に向けた取組状況
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令和７年度素材生産目標量 400千㎥

注：速報値、令和7年10月末時点
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10 林業就業者数の推移

出典：R6年度 徳島県林業統計「みどりの要覧」



57

31

12

17
16

13

29

26

15

12

37

34

53

29

38

31

49

42

46

40

57 

88 
100 

117 
133 

146 

175 

201 
216 

228 

265 

299 

352 

381 

419 

450 

499 

541 

587 

627 

0

100

200

300

400

500

600

700

0

10

20

30

40

50

60

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

人

新規就業者数 累計

11 新規就業者数の推移

出典：R7年度 徳島県林業統計「みどりの要覧」
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充実した森林資源

→主伐可能林分が大半

国産材回帰の流れ

→ウッドショックを契機

環境意識の高まり

→SDGｓ、森林吸収源

※「資源の有効活用」と「人工林の若返り」が

求められている。



地域経済の好循環の創出

→「伐って、使って、植えて、育てる」

適正な森林の管理

→多発する「山地災害の防止」

CO2吸収量の増大と森林資源の循環利用

→「伐採後の確実な再造林」

※「森林資源の循環利用」の確立が急務。



出典：平成26年度林業白書

【森林サイクル】

伐って 主伐（収穫）

↓

使って 需要拡大

↓

植えて 確実な再造林

↓

育てる 下刈・間伐



目指すべき姿



1

①

② 　○新規就業者数（累計）

③ 200人

④ 　○林業プロフェッショナル数（累計）

200人

　多様な人材の育成・確保

【成果指標　2028年度】

林業従事者の育成・確保

事業体の育成・強化

新規就業者の定着率向上

技術力の向上

2 　森林の価値を高めるＤＸ・ＧＸの推進

①

② 　○県産材の生産量

③ 60.0万㎥

④ 　○エリートツリーの植栽割合

65.0%

【成果指標　2028年度】

基盤整備による増産体制の強化

新たな作業システムの研究・構築

低コスト再造林の推進とエリートツリーの増産

航空レーザ測量の活用

3 　成熟した資源の利用

①

② 　○県内における原木消費量

③ 718千㎥

④ 　○県産材の海外輸出額

⑤ 400百万円

加工流通体制の整備

川中・川下人材の育成

製材所の連携強化と需要拡大

非住宅や公共建築物の木造・木質化

木育の展開

【成果指標　2028年度】

4 　多様な主体による森林の保全・管理

①

② 　○Ｊクレジットの販売量

③ 2,000t

④ 　○保安林指定面積（累計）

⑤ 100,100ha

奥地森林の保全・整備

治山施設の整備推進

企業との協働による森づくり

保安林等の指定

【成果指標　2028年度】Jクレジットによる脱炭素社会の実現



花粉発生源対策事業について
①林相転換特別対策（森林環境保全整備事業）

スギの人工林であって、森林所有者等との協定に基づいて実施する一貫作業等を支援。

②花粉の少ない森林への転換促進支援

花粉発生源の立木の伐倒・除去及び花粉症対策苗木等の植栽に必要な経費の一部を支援。

・スギ人工林伐採重点区域であること
・植栽は花粉の少ない品種であること など

◎森林整備事業のあらまし
https://www.rinya.maff.go.jp/j/seibi/zourinkikaku/sh
inrinseibi_aramashi.html

◎花粉の少ない森林への転換促進支援
https://jafta-kafunsakugen.com/

この画像は表示できません。この画像は表示できません。

参考条件

貴重な主伐支援



地区の約９５％(9500ha)が森林

うち 民有林 8600ha

国有林 650ha

市有林 250ha

人工林率 ７０％

木屋平地区の森林状況
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下刈植林

作業道開設

この画像は表示できません。

木製品販売



ご清聴ありがとうございました

森林循環で持続可能な社会の実現


